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川 股 圭 之

公益財団法人茨城県教育財団

理 事 長

　公益財団法人茨城県教育財団は、国や県など各事業者からの委託を

受けて埋蔵文化財の調査と整理作業を実施する組織として昭和 52 年

に調査課を設置して以来、数多くの調査を実施し、その成果として調

査報告書を刊行してきました。

　この度、茨城県水戸土木事務所による主要地方道水戸神栖線交差点

整備事業に伴って実施した、茨城町向遺跡の調査報告書を刊行する運

びとなりました。

　今回の調査によって、江戸時代以降の土坑や溝跡が確認でき、当該

時代の土地利用の一端が明らかになりました。

　本書が、歴史研究の学術資料としてはもとより、郷土の歴史に対す

る理解を深め、教育・文化の向上のための資料として広く活用いただ

ければ幸いです。

　最後になりますが、調査から本書の刊行に至るまで、多大な御協力

を賜りました委託者であります茨城県水戸土木事務所に対し、厚く御

礼申し上げますとともに、茨城県教育委員会、茨城町教育委員会をは

じめ、御指導、御協力をいただきました関係各位に対し、心から感謝

申し上げます。

　　令和６年２月

序





例 言

１　本書は、茨城県水戸土木事務所の委託により、公益財団法人茨城県教育財団が令和２年度に調査を実施し

　た、茨城県東茨城郡茨城町大字上石崎字上ノ坪 2314−２番地ほかに所在する向遺跡の調査報告書である。

２　調査期間と整理期間は以下のとおりである。

　　調査　令和２年４月１日〜５月31日　

　　整理　令和５年11月１日〜12月31日

３　調査は、調査課長酒井雄一のもと、首席調査員兼班長塙厚宜、次席調査員内堀団、埋蔵文化財指導員樫村

　宣行が担当した。

４　整理と本書の執筆・編集は、整理課長本橋弘巳のもと、以下のものが担当した。

　　調査員　近江屋成陽　令和５年 11 月１日〜 11 月 30 日　

　　調査員　市毛美津子　令和５年 12 月１日〜 12 月 31 日　

５　本書作成にあたり、茨城県教育委員会総務企画部文化課主任文化財主事栗原悠氏、同文化財主事加藤千里   

   氏の協力を得た。

６　当遺跡の出土遺物と実測図・写真などは、茨城県埋蔵文化財センターで保管している。



調査区設定図（茨城町都市計画図2,500分の１に加筆）

１　当遺跡の地区設定は、日本平面直角座標第Ⅸ系座標
に準拠し、X ＝ +31,400m、Y ＝ +56,040m の交点を基
準点（A １a1）とした。なお、この交点は、世界測地系（測
地成果 2011）による基準点である。

この基準点を基に遺跡範囲内を東西・南北各々 40 ｍ
四方の大調査区に分割し、さらに、この大調査区を東
西・南北に各々 10 等分し、４ｍ四方の小調査区を設定
した。
　大調査区の名称は、アルファベットと算用数字を用
い、北から南へＡ、Ｂ、Ｃ…、西から東へ１、２、３…
とし、「Ａ１区」のように呼称した。さらに小調査区は、
北から南へ a、b、c…j、西から東へ 1、2、3…0 と小
文字を付し、名称は、大調査区の名称を冠して「Ａ１
a1 区」のように呼称した。

２　実測図・遺構・遺物一覧などで使用した記号は次の
とおりである。

　　遺構　P −ピット　SA −柱穴列　SD −溝跡
　　　　　SK −土坑
　　土層　K −撹乱

３　遺構・遺物実測図の作成方法については、次のとお
りである。

　（1）遺構全体図は 300 分の１、各遺構の実測図は原則
　として 60 分の１の縮尺とした。種類や大きさにより
　異なる場合は、個々に縮尺をスケールで表示した。

　（2）遺物実測図は、原則として３分の１の縮尺とした。
　種類や大きさにより異なる場合は、個々に縮尺をスケ
　ールで表示した。

　（3）遺構・遺物実測図中の表示は、次のとおりである。
　　　　　　繊維土器断面　　　　　　須恵器断面　　　　　　貝分布範囲・鉄滓分布範囲

４　土層解説と遺物における色調の判定は、『新盤標準土色帳』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株式
　会社）を使用した。また、土層解説中の含有物の量、粘度・締まりの表示は、次のとおりである。
　　ローム−ロームブロック　焼土−焼土ブロック　粘土−粘土ブロック
　　A −多量　　B −中量　　C −少量　　D −微量　　〇’−極めて
　　サイズは「大・中・小・粒」で、炭化物については「材・物・粒」で表記した。
　　粘−粘性　締−締まり
　　A −強い　　B −普通　　C −弱い　　〇’−極めて
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５　遺構・遺物一覧の表記は、次のとおりである。
　（1）計測値の単位はｍ、㎝、ｇで示した。なお、現存値は（　）を、推定値は［　］を付して示した。
　（2）遺物番号は遺構ごとの通し番号とし、本文、挿図、挿表、写真図版に記した番号と同一とした。
　（3）遺物一覧の備考欄は、残存率、写真図版番号とその他必要と思われる事項を記した。

６　遺構の「主軸」は、長軸（径）を通る軸線とし、主軸方向は、軸線が座標北からみて、どの方向にどれだ
け振れているかを角度で表示した（例　Ｎ− 10 ﾟ−Ｅ）。

７　整理の段階で遺構名を欠番にしたものは、以下のとおりである。
　　欠番   SK １・２・９〜 11・16・18
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－ 1 －

　　第１節 調査に至る経緯

　令和元年５月８日、茨城県水戸土木事務所長は、茨城県教育委員会教育長あてに主要地方道水戸神栖線交差

点整備事業地内における埋蔵文化財の所在の有無とその取り扱いについて照会した。これを受けて茨城県教育

委員会は、令和元年６月 13 日に現地踏査を、令和元年９月５日に試掘調査を実施して、向遺跡の所在を確認

した。令和元年９月 13 日、茨城県教育委員会教育長は、茨城県水戸土木事務所長あてに、事業地内に向遺跡

が所在することとその取扱いについて別途協議が必要であることを回答した。

　令和２年２月 12 日、茨城県水戸土木事務所長は、茨城県教育委員会教育長あてに、文化財保護法第 94 条に

基づく土木工事の通知を提出した。令和２年２月 19 日、茨城県教育委員会教育長は、茨城県水戸土木事務所

長あてに、現状保存が困難であることから、記録保存のための調査が必要であると決定し、工事着手前に調査

を実施するように通知した。

　令和２年２月 21 日、茨城県水戸土木事務所長は、茨城県教育委員会教育長あてに、主要地方道水戸神栖線

交差点整備事業に係る埋蔵文化財の調査の実施についての協議書を提出した。令和２年２月 25 日、茨城県教

育委員会教育長は、茨城県水戸土木事務所長あてに、向遺跡の調査の範囲と、その面積などについて回答し、

併せて調査機関として公益財団法人茨城県教育財団を紹介した。

　公益財団法人茨城県教育財団は、茨城県水戸土木事務所長から埋蔵文化財調査事業について委託を受け、令

和２年４月１日から５月 31 日まで調査を実施した。

　向遺跡の調査は、令和２年４月１日から５月 31 日までの２か月間にわたって実施した。以下、その概要を

表で記載する。

第１章　調 査 経 緯

　　第２節 調 査 経 過

期間
工程 ４　月 ５　月

調 査 準 備
表 土 除 去
遺 構 確 認

遺 構 調 査

遺 物 洗 浄
注 記
写 真 整 理

補 足 調 査
撤 収



－ 2 －

　向遺跡は、茨城県東茨城郡茨城町大字上石崎字上ノ坪 2314 －２番地ほかに所在している。

　茨城町は、茨城県の中央部よりやや東に位置し、北部は水戸市に、南部は小美玉市、東部は涸沼を隔てて東

茨城郡大洗町、鉾田市、西部は笠間市に隣接している。また、ほぼ中央部を東流する涸沼川とその東に展開す

る涸沼によって、南北に二分されている。北部の台地は、標高 23 ～ 30 ｍの東茨城郡北部台地の先端部にあた

り、北西から流れる涸沼前川に向かって大小の支谷が開口している。南部の台地は、西から大谷川、南から寛

政川が涸沼に流入し、両河川の間に大小の支谷が樹枝状に台地の奥まで侵入している。北部台地に比べて起伏

も多く、一層複雑な地勢を形成している。これらの河川流域の沖積低地は主に水田、台地は畑地・樹園地とし

て利用されている。

　地質をみると、台地を形成している最も古い地層は新生代第三紀の地層で、岩質は泥岩の水戸層と呼ばれて

いる。また、水戸層の上には第四紀の地層が不整合に堆積している。さらに、粘土・砂からなる見和層、礫か

らなる上市層、灰褐色の常総粘土層、関東ローム層の順にほぼ水平に堆積している１）。

　当遺跡は町域北東部にあたる上石崎地区に位置し、涸沼川左岸に張り出した標高 9 ～ 10 ｍの舌状台地の縁

辺部に立地している。今回の調査区は遺跡の南西部にあたる。調査前の現況は畑地である。

　

　向遺跡の周辺は、分布調査などにより多数の遺跡が確認されている。特に、涸沼と涸沼川を望む台地上には

各時代の遺跡が分布しており、この地域が原始・古代から生活の適地であったことがうかがえる。ここでは、

当遺跡周辺の主な遺跡を中心に各時代を概観したい。

　縄文時代の遺跡は多数確認されており、中期を中心にほぼ全期にわたっている。早期では、涸沼南岸台地上

で中
なか

落
おち

遺跡〈28〉があり、沈線文土器である三戸式や田戸式土器が出土している２）。前期は、片
かた

山
やま

遺跡〈７〉で、

関山式、宮
みや

台
だい

遺跡〈６〉で黒浜式の土器がそれぞれ採集され３）、権
ごん

現
げん

峯
みね

遺跡〈36〉４）や神
かん

谷
や

東
ひがし

遺跡〈38〉５）、西
にし

台
だい

遺跡〈40〉６）では地点貝塚が形成されている。いずれもヤマトシジミを主体にマガキやハマグリといった汽

水性の貝がみられ、縄文海進の影響がうかがえる。中期になると、宮
みや

後
うしろ

遺跡７）をはじめ、 遺跡数は町内全域で

増加する。後・晩期になると塚
つか

越
こし

遺跡、天
て

古
ご

崎
さき

遺跡などがみられるものの、遺跡数は減少し、涸沼や涸沼川、

涸沼前川周辺に分布するようになる。

　弥生時代の遺跡は、中期後半の足洗式土器が出土した神谷東遺跡や西台遺跡などが知られている。涸沼周辺

の台地縁辺部や河岸段丘上で確認されている８）。後期前半の東中根式並行の土器片が大
おお

畑
ばたけ

遺跡９）から採集され

ているほか、後半には本県における標式土器となった長
なが

岡
おか

式土器が、長岡遺跡や奥
おく

谷
のや

遺跡、小
こ

鶴
づる

遺跡 10）から

出土している。また、平成８年度に調査された大畑遺跡 11）からは、十王台式期の集落が確認されている。

　古墳時代の遺跡は、町域の西部にあたる涸沼川と涸沼前川両岸の台地上を中心に確認されている。石
いしはら

原遺跡 12）

　　第１節 位 置 と 地 形

第２章　位 置 と 環 境

　　第２節 歴 史 的 環 境
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や矢
や

倉
ぐら

遺跡 13）、南
みなみ

小
こ わ り

割遺跡 14）などで、弥生時代から古墳時代への移行期の重要な遺跡が数多く確認されている。

また、宝
たから

塚
づか

古墳 15）や栗
くり

山
やま

古墳群 16）、諏
す

訪
わ

神
じん

社
じゃ

古墳群 17）など、町域において大規模な古墳の築造が前期から後

期にかけてみられる。当遺跡の周辺には殿
との

部
べ

神社古墳〈11〉、塚
つか

越
こし

古墳〈13〉、前
まえ

野
の

南
みなみ

古墳〈30〉、真
しん

照
しょう

寺
じ

古墳群〈41〉

などが分布しているが、詳細は不明である。一方で、涸沼周辺では、奥谷遺跡において古墳時代前期の豪族居

館跡や集落跡が確認され、早くから有力者の拠点が構えられたと考えられる 18）。また、国指定史跡小
お

幡
ばた

北
きた

山
やま

埴輪製作遺跡では、発掘調査により 59 基の窯跡や工房跡、粘土採掘坑などが確認された 19）。製作された円筒

埴輪や形象埴輪は町域の古墳のみならず、後期における霞ヶ浦沿岸の大型前方後円墳へも供給されている20）。

　当遺跡の所在する上石崎地区は、奈良・平安時代の茨城郡八部郷に比定されている 21）。この時期の遺跡は

当遺跡も含め、町内に広く分布しており、奥谷遺跡からは 100 点を超える墨書土器や円面硯、特徴的な横刀が

出土したことから、官衙的な施設をもつ集落であると想定されている。このほか、宮後遺跡 22）や大
おお

塚
つか

遺跡 23）か

ら出土した「南主」、面
つら

山
やま

東
ひがし

遺跡 24）から出土した「土師神主」などの墨書土器も注目される。特に「土師神主」

は、土師部の集団との密接な関連を示しているものであり、土師氏の祀る神（宮・社）に奉斎する神主を意味

し、その神主の属人器であることを示している。また、かつて調査された向遺跡では、「向」と記された墨書

土器が平安時代の竪穴建物跡から出土したとされている 25）。さらに、下
しも

土
は

師
じ

東
ひがし

遺跡の９世紀前葉の竪穴建物

跡からは、「大同三年正□」と記された漆紙文書が出土しており 26）、当地域が古墳時代に引き続き、有力者

の地域支配の拠点であったと考えられる。

　鎌倉時代以降になると、台地の先端部には谷
や

田
た

部
べ

城跡〈９〉、石
いし

崎
ざき

城跡〈21〉、宮
みや

ケ
が

崎
ざき

城跡〈26〉、宮ケ崎館跡〈27〉、

海
え

老
び

沢
さわ

館跡〈33〉、天
て

古
ご

崎
さき

城跡〈39〉など多くの城館跡が所在している。それらは、涸沼川の支流の涸沼前川

や涸沼に流れ込む寛政川や桜川などの小河川が、台地を刻んで河谷をつくり出した複雑な地形を利用してい

る。谷田部城跡では、竪堀跡が確認されている 27）。また、宮ケ崎城跡では、堀跡や溝跡などが確認されている。

15 世紀前半における江戸氏の水上交通を押さえるための拠点としての機能が指摘されており 28）、水上、陸上

交通が交わる要衝であったことがわかる。

　江戸時代には、交通の要衝としての性格がより一層高まり、町の中心部は南北に走る水戸街道に沿って長岡

や小幡が宿駅として発展した。また、涸沼南岸の海老沢は水上交通の要所として栄え、 水戸藩をはじめ仙台藩

など奥州諸藩と江戸を結ぶ物資輸送の中継地として重要な役割を果たした。さらに、当遺跡を含む「船渡」と

いう地は涸沼を隔てて、宮ケ崎、海老沢、神宿と対峙する位置にあり、鎌倉時代以降の水運における重要な地

域であったことを示している。江戸時代の上石崎河岸は、この船渡と推定されている 29）。

※　文中の〈　〉内の番号は、第１図及び第１表の該当番号と同じである。なお、本章は既刊の茨城県教育財団文化財調査報告

　第 188 集を基にし、若干加筆したものである。
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第１図　向遺跡周辺遺跡分布図（国土地理院 25,000 分の１「小鶴」に加筆）
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第１表　向遺跡周辺遺跡一覧

番

号
遺　跡　名

時　　　代

番

号
遺　跡　名

時　　　代
旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈
良
・
平
安

鎌
倉
～
桃
山

江

戸

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈
良
・
平
安

鎌
倉
～
桃
山

江

戸

① 向 遺 跡 ○ ○ ○ 22 館 ノ 山 古 墳 ○

2 飯 塚 遺 跡 ○ ○ 23 随 館 遺 跡 ○ ○

3 片 喰 遺 跡 ○ ○ 24 毛 戸 遺 跡 ○ ○ ○

4 東 永 寺 遺 跡 ○ ○ ○ ○ 25 北 宮 遺 跡 ○ ○ ○

5 東 永 寺 横 穴 群 ○ 26 宮 ケ 崎 城 跡 ○ ○ ○ ○

6 宮 台 遺 跡 ○ ○ 27 宮 ケ 崎 館 跡 ○

7 片 山 遺 跡 ○ ○ 28 中 落 遺 跡 ○ ○ ○ ○

8 鳩 内 遺 跡 ○ ○ 29 前 野 東 遺 跡 ○ ○

9 谷 田 部 城 跡 ○ 30 前 野 南 古 墳 ○

10 鳩 内 古 墳 ○ 31 前 野 遺 跡 ○ ○

11 殿 部 神 社 古 墳 ○ 32 大 道 西 遺 跡 ○ ○ ○

12 塚 越 遺 跡 ○ ○ ○ 33 海 老 沢 館 跡 ○

13 塚 越 古 墳 ○ 34 勘 十 郎 堀 跡 ○

14 上 野 堀 ノ 内 遺 跡 ○ 35 己 た 遺 跡 ○ ○ ○

15 水 戸 浪 士 の 毛 塚 ○ 36 権 現 峯 遺 跡 ○ ○

16 後 久 保 遺 跡 ○ 37 本 郷 十 三 塚 ○

17 伝 習 農 場 遺 跡 ○ ○ ○ ○ 38 神 谷 東 遺 跡 ○ ○ ○ ○

18 中 山 台 遺 跡 ○ ○ 39 天 古 崎 城 跡 ○

19 金 沢 遺 跡 ○ ○ ○ 40 西 台 遺 跡 ○ ○ ○ ○

20 親 沢 遺 跡 ○ ○ ○ ○ 41 真 照 寺 古 墳 群 ○

21 石 崎 城 跡 ○ 42 海 士 部 遺 跡 ○ ○ ○ ○

註
１）日本の地質『関東地方』編集委員会『日本の地質３　関東地方』共立出版　1986 年 10 月
２）茨城町史編さん委員会『茨城町史　通史編』茨城町　1995 年２月
３）茨城町史編さん委員会『茨城町権現峯遺跡』茨城町史編さん委員会　1988 年３月
４）註３文献に同じ
５）註３文献に同じ
６）註３文献に同じ
７）川又清明・野田良直・吹野富美夫・浅野和久　「やさしさのまち「桜の郷」整備事業に伴う埋蔵文化財調査報告書Ⅱ　宮後
　遺跡１」　『茨城県教育財団文化財調査報告』   第 188 集　2002 年３月
８）註３文献に同じ
９）長谷川聡「北関東自動車道（友部～水戸）建設工事地内埋蔵文化財調査報告書Ⅱ　大作遺跡・大畑遺跡」『茨城県教育財団
　文化財調査報告』第 136 集　1998 年 3 月
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10）鯉渕和彦「一般国道６号改築工事地内埋蔵文化財調査報告書　奥谷遺跡・小鶴遺跡」『茨城県教育財団文化財調査報告』
　第 50 集　1989 年３月
11）註 10 文献に同じ
12）村上和彦「やさしさのまち「桜の郷」整備事業に伴う埋蔵文化財調査報告書Ⅰ　石原遺跡」『茨城県教育財団文化財調査報告』
　第 163 集　2000 年３月
13）飯島一生「北関東自動車道（友部～水戸）建設工事地内埋蔵文化財調査報告書Ⅰ　矢倉遺跡・後口原遺跡」『茨城県教育財
　団文化財調査報告』第 135 集　1998 年３月
14）中村 敬治・江幡 良夫「茨城中央工業団地造成工事地内埋蔵文化財調査報告書　南小割遺跡・権現堂遺跡・親塚古墳・後原遺跡」
　『茨城県教育財団文化財調査報告』第 129 集　1998 年３月
15）茨城町史編さん委員会『茨城町宝塚古墳』　1985 年 11 月
16）井博幸「茨城町諏訪神社古墳群・栗山古墳群の再検討」『婆良岐考古』第 33 号　婆良岐考古同人会　2011 年５月
17）註 16 文献に同じ
18）註 11 文献に同じ
19）大塚初重・井上義安・青山敏明・白石真理『小幡北山埴輪製作遺跡　第１次～第３次確認調査報告』茨城町教育委員会　
　1989 年２月
20）伝田郁夫「霞ヶ浦高浜入り周辺の埴輪生産の展開とその特質」『駿台史学』第 116 号　駿台史学会　2002 年８月
21）註３文献に同じ
22）川又清明・浅野和久「やさしさのまち「桜の郷」整備事業に伴う埋蔵文化財調査報告書Ⅳ　宮後遺跡３」『茨城県教育財団
　文化財調査報告』 第 241 集　2005 年３月
23）長谷川聡・田中幸夫・小野克敏「やさしさのまち「桜の郷」整備事業に伴う埋蔵文化財調査報告書Ⅴ　大塚遺跡１」 『茨城
　県教育財団文化財調査報告』  第 242 集　2005 年３月
24） 佐藤次男『面山東遺跡』茨城町史編さん委員会　1997 年１月
25）茨城町史編さん委員会『茨城町史　地誌編』茨城町　1993 年３月
26） 芳賀友博・菊池直哉「下土師東遺跡　東関東自動車道水戸線（茨城南 IC ～茨城 JCT）建設事業地内埋蔵文化財調査報告書」
　『茨城県教育財団文化財調査報告』第 305 集　2008 年３月
27）間宮正光『谷田部城跡　鳩内遺跡』茨城町教育委員会／山武考古学研究所　2008 年２月
28）野田良直「主要地方道大洗友部線道路改良工事地内埋蔵文化財調査報告書２　宮ケ崎城跡」『茨城県教育財団文化財調査報告』 
　第 141 集　1998 年９月
29） 註３文献に同じ『上石崎・助川公男家文書』などの記録から舟運が盛んだったことが窺える。佐竹氏の秋田移封の後、涸沼
　川流域一帯は、  変わって転封してきた秋田氏の宍戸藩領となった。寛永５年（1628）の「ひるまか浦方津役之覚」『秋田家文書』
　（東北大学附属図書館蔵）によれば、涸沼の舟運によって、米、煙草、操り綿、瀬戸物、塩、縞物、イワシ、酒、炭、 油、茶、
　赤金、木綿、 材木などが運送されていた。漁猟としては、文化２年（1805）の記録によれば（『上石崎・助川公男家文書』）フ
　ナ、マス、マルタウグイ、ウナギなどを挙げている。また、潮の満潮によって海水が流れ込む汽水湖であるため、海からの上
　り魚として、  スズキ、サケ、ボラ、シラウオ、ハゼを挙げている。　　　
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　向遺跡は、東茨城郡茨城町の中央部に位置し、涸沼川左岸の標高約 10 ｍの台地上に立地している。調査面

積は 224㎡で、調査前の現況は畑地である。

　調査の結果、土坑 14 基（江戸時代以降２、時期不明 12）、溝跡１条（江戸時代以降）、柱穴列２条（時期不明）

を確認した。

　遺物は、遺物収納コンテナ（60 × 40 × 20㎝）に２箱出土している。主な遺物は、縄文土器（深鉢）、弥生

土器（壺）、土師器（坏・甕）、須恵器（坏・高台付坏・甕）、土師質土器（皿）、磁器（蓋）、土製品（土玉・

管状土錘）、銭貨（元豊通寳）、鉄滓、自然遺物（貝殻）などである。

　調査区西部、標高約 10 ｍの台地上平坦面（Ｇ５b8 区）にテストピットを設定し、基本土層（第２図）の観

察を行った。

　第１層は、黒褐色を呈する表土（現耕作土）である。粘性、締まりともに普通である。層厚は 24～30㎝である。

　第２層は、黒褐色を呈する旧耕作土である。粘性、締まりともに普通で、層厚は 18 ～ 29㎝である。　

　第３層は、暗褐色を呈するローム漸移層である。粘性は普通で、締まりは弱く、層厚は 10 ～ 24㎝である。

　第４層は、 褐色を呈するソフトローム層である。粘性、締まりともに普通で、層厚は９～ 28㎝である。

　第５層は、褐色を呈するハードローム層である。粘性、締まりともに普通で、黒色粒子を少量、白色粒子を

微量含む。層厚は 12 ～ 33㎝である。

　　第１節 調 査 の 概 要

　　第２節 基 本 層 序

第３章　調 査 の 成 果

　第６層は、褐色を呈するハードロー

ム層である。粘性は普通で、締まりは

強く、白色パミスを微量含む。層厚は

15 ～ 18㎝である。

　第７層は、褐色を呈するハードロー

ム層である。粘性、締まりともに強く、

小礫５～ 10㎜を微量含む。層厚は 24

～ 36㎝である。

　第８層は、褐色を呈するハードロー

ム層である。粘性、締まりともに強く、

小礫５～ 30㎜、砂粒を微量含む。下

層は未掘であるため、本来の層厚は不

明である。

　遺構は、第４層の上面で確認した。 第２図　基本土層図（全体図参照）
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第３図　向遺跡遺構全体図

10
.2m

10.1m

10.0m

9.9m

SK５

SK６

SK３

SK19SK７
SA２

SA１

テストピット

SK８

SK４
SK12

SK21SK20
SD１

SK13
SK14

SK15
SK17

G6h1

G6a1G5a6

F6a1F5a6

０ （1:300） 20ｍ



－ 9 －

　⑴　土坑 

１　江戸時代以降の遺構と遺物

　　土坑２基、溝跡１条を確認した。以下、遺構と遺物出土状況について記述する。

　　第３節 遺 構 と 遺 物

　第４号土坑（第４図　第２・３表　PL １～３）

位置　調査区中央部の G ５a8 区、標高 10 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　西部が調査区域外のため、確認できた規模は南北径 1.14 ｍ、東西径 1.09 ｍで、ほぼ円形と推測

できる。深さは 52㎝で、壁は外傾している。底面は皿状である。

覆土　５層に分層できる。各層にロームブロックを含むことから、人為堆積である。また、第３層が混土貝層、

第４・５層が混貝土層である。

遺物出土状況　土師質土器片７点（皿）、自然遺物（貝殻）31.200㎏（ヤマトシジミ30.196㎏、ハマグリ0.780㎏、

ヘナタリ0.224㎏）が出土している。ほかに混入した縄文土器片１点、土師器片 10 点、須恵器片９点、土製品

１点が出土している。１・２は第１・２層から、自然遺物（貝殻）は第３～５層から、それぞれ出土している。

所見　時期は、基本層序の第２層（旧耕作土）を掘り込んでいることや、 出土土器から 16 世紀末～ 17 世紀前

葉と考えられる。性格は貝殻を廃棄した土坑と考えられる。

第４図　第４号土坑・出土遺物実測図

１ ２

土層解説
１　10YR3/4　暗褐　ローム小 B・粒 C／粘 B、
　　　　　　　　　　締 C
２　10YR3/4　暗褐　ローム小 C・粒 B／粘 B、
　　　　　　　　　　締 C
３　10YR3/2　黒褐　混土貝層   ローム小 C・
　　　　　　　　　　粒 C／粘 B、締 C
４　10YR3/2　黒褐　混貝土層   ローム小 C・
　　　　　　　　　　粒 B／粘 B、締 C
５　10YR3/2　黒褐　混貝土層   ローム小 C・
　　　　　　　　　　粒 C／粘 B、締 C
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10cm０ （1：3）

０ （1:60） ２ｍ

第２表　第４号土坑出土遺物一覧（第４図）　

番号 種　別 器　種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　徴 出土位置 備　考

１ 土師質土器 皿 ［12.2］（2.0） － 長石・石英・雲母 にぶい黄褐 良好 内外面ロクロナデ 覆土 ５％　PL ３

２ 土師質土器 皿 － （1.8）［7.3］長石・石英・雲母 にぶい黄褐 普通 体部下端回転ヘラナデ　底部回転糸切り 覆土 10％　PL ３
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番号 位 置 長径方向 平 面 形
規　　　　模

壁　面 底　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

４ Ｇ５a8 － ［円形］   1.14 ×（1.09） 52 外傾 皿状 人為 土師質土器　貝殻

21 Ｆ５j8 N － 10°－Ｅ 楕円形 1.55 × 1.00 12 ～ 24 外傾 緩斜 人為 鍛冶関連遺物 SD1 →本跡

第３表　江戸時代以降の土坑一覧

　第１号溝跡（第６図　PL ２）

位置　調査区東部から西部にかけてのＦ５j7 ～Ｆ５j8 区、標高 10 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 20・21 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　方向はＮ－ 79°－Ｗで、直線状を呈している。北東部・南西部ともに調査区域外に延びるため、

確認できた長さは 2.70 ｍで、上幅 108 ～ 125㎝、下幅 40 ～ 52㎝で、深さ 48 ～ 58㎝である。断面形は逆台形

状を呈する。底面の標高は、西部の調査区域際が最も高く、東部に向かって 10㎝の標高差で下り傾斜している。

両側の壁直下に幅 10 ～ 15㎝、深さ 10 ～ 12㎝の小溝が巡っている。

覆土　６層に分層できる。各層にロームブロックを含むことから、人為堆積である。

　⑵　溝跡

第５図　第 21 号土坑実測図

　第 21号土坑（第５図　第３表　PL ２・３）

位置　調査区中央部のＦ５j8 区、標高 10 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第１号溝跡を掘り込んでいる。 

規模と形状　長径 1.55 ｍ、短径 1.00 ｍの楕円形で、長径方向はＮ－ 10 －゚Ｅである。深さ 12 ～ 24㎝で、壁

は外傾している。底面は南に向かって緩やかに傾斜している。

覆土　３層に分層できる。第 1 層はロームブロックや焼土粒、炭化粒を含み、第２層は鉄滓層、第３層はロー

ムブロックを含み、硬化している。いずれも人為堆積である。

遺物出土状況　鍛 冶 関 連 遺 物

（流動滓・椀状滓・鍛造剥片

1,966.73ℊ）が覆土中から出土

している。椀状滓は遺存状態が

悪く、図示できなかったが、写

真のみ掲載している。ほかに混

入した土師器片３点、須恵器片

１点が出土している。

所見　時期は、江戸時代以降の

第１号溝跡を掘り込んでいるこ

とから、近代の可能性が高い。

性格は炉の痕跡が認められない

ことから、鉄滓などを廃棄した

土坑と考えられる。

１　10YR3/2　黒褐　ローム小C・粒C、焼土粒D、
　　　　　　　　　　炭化粒D／粘B、締B
２　５YR4/6　赤褐　鉄滓層
３　10YR3/4　暗褐　ローム小B・粒B／粘B、締A

土層解説
B′B

10.4m

３
２

１

A
′

A
10
.4
m

鉄滓分布範囲

SD１

B′

B

A
′

A

F5j8
S2m

０ （1:60） ２ｍ
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第４表　その他の土坑一覧

番号 位 置 長径方向 平 面 形
規　　　　模

壁　面 底　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長径×短径（ｍ）深さ（㎝）

３ Ｇ５d8 Ｎ－５°－Ｗ 楕円形 0.39 × 0.23 29 外傾 有段 人為 陶器

５ Ｇ５e9 － 円形 0.34 × 0.32 20 外傾 平坦 人為

６ Ｇ５e9 － 円形 0.43 × 0.40 65 外傾/直立 平坦 人為

７ Ｇ５c8 － 円形 0.32 × 0.31 24 外傾 皿状 人為

８ Ｇ５a8 ［Ｎ－70°－Ｅ］［円形・楕円形］   0.97 ×（0.52） 26 外傾 平坦 人為 土師器　須恵器

12 Ｇ５a8 － 円形 0.32 × 0.30 40 外傾/直立 皿状 人為

13 Ｆ５h7 Ｎ－ 51°－Ｅ 楕円形 0.29 × 0.24 48 外傾/直立 皿状 人為 須恵器

14 Ｆ５h8 － 円形 0.34 × 0.31 32 外傾 皿状 人為

15 Ｆ５h7 Ｎ－ 16°－Ｅ 不整楕円形 0.32 × 0.26 53 外傾/直立 皿状 人為

17 Ｆ５g7 － 円形 0.38 × 0.37 47 外傾 平坦 人為

19 Ｇ５c9 Ｎ－ 21°－Ｅ ［楕円形］   0.46 ×（0.36） 30 外傾 有段 人為 土師器

20 Ｆ５j7 Ｎ－ 15°－Ｅ 楕円形 0.40 × 0.25 58 外傾 有段 人為 SD1 →本跡

第６図　第１号溝跡実測図

０ （1:60） ２ｍ

土層解説
１　10YR3/2　黒褐　ローム粒D／粘B、締B
２　10YR3/2　暗褐　ローム小D、ローム粒D／粘B、締C
３　10YR3/2　黒褐　ローム小D、ローム粒D／粘B、締C
４　10YR3/2　黒褐　ローム小D、ローム粒D／粘B、締C
５　10YR3/4　暗褐　ローム小C、ローム粒C／粘B、締C　
６　10YR3/4　暗褐　ローム小B、ローム粒B／粘B、締C
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２　その他の遺構と遺物

　時代や性格が明確にできなかった土坑 12 基、柱穴列２条と遺構外出土遺物について記述する。

　⑴　土坑 

土坑 12 基は、実測図（第７図）と一覧（第４表）で記載する。

遺物出土状況　混入した縄文土器片６点、土師器片６点、土製品１点が出土している。

所見　時期は、基本層序の第２層（旧耕作土）を掘り込んでいることから、江戸時代以降と考えられる。性格

は両側の壁直下に小溝が巡っていることから、土留めの側板を伴った排水溝と推測される。また、土留めの側

板を抑える杭穴がないことから、側板の上部に角材などを据えて抑えた可能性がある。
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１　10YR3/2　黒褐　ローム小D・粒D、炭化粒D
　　　　　　　　　　／粘B、締C

土層解説
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１　10YR3/4　暗褐　ローム小B・粒B、炭化粒D
　　　　　　　　　　／粘B、締C

土層解説
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１　10YR3/2　黒褐　ローム小C・粒B／粘B、締C
土層解説
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１　10YR3/2　黒褐　ローム小C・粒C、炭化粒D
　　　　　　　　　　／粘B、締C

土層解説
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１　10YR2/3　黒褐　ローム小C・粒C、炭化粒D
　　　　　　　　　　／粘B、締C

土層解説
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１　10YR3/2　黒褐　ローム小C・粒C、炭化粒D
　　　　　　　　　　／粘B、締C

土層解説
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１　10YR3/4　暗褐　ローム小C・粒C／粘B、締C
２　10YR3/2　黒褐　ローム小C・粒C／粘B、締C
３　10YR3/2　黒褐　ローム小D・粒C／粘B、締C
４　10YR3/4　暗褐　ローム小C・粒C／粘B、締C
５　10YR3/4　暗褐　ローム小C・粒B／粘B、締C
６　10YR3/4　暗褐　ローム小B・粒C／粘B、締C
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１　10YR3/3　暗褐　ローム小C・粒C、炭化粒D
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１　10YR3/3　暗褐　ローム小C・粒C、炭化粒D
　　　　　　　　　　／粘B、締C
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１　10YR3/3　暗褐　ローム小C・粒C、焼土粒D、
　　　　　　　　　　炭化粒D／粘B、締C
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第７図　その他の土坑実測図
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　第１号柱穴列（第８図　第５表　PL ２）

位置　調査区北東部のＧ５b8 ～Ｇ５c8 区、標高 10 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第２号柱穴列と重複

するが、ピット同士の重複がな

いため、関係は不明である。

規模と構造　全長 3.44 ｍ、配列

方向はＮ－ 43 －゚Ｗである。柱

間寸法は北西から 1.68 ｍ、1.50

ｍで柱筋は揃っている。

柱穴　３か所。平面は円形や楕

円形で、長径 0.36 ～ 0.48㎝、短

径 0.27 ～ 0.32㎝である。深さ 20

～ 34㎝で、掘方の断面はＵ字状

と有段である。第 1 層は柱抜き

取り後の流入土である。

所見　時期と性格は不明である。

　⑵　柱穴列

　第２号柱穴列（第９図　第５表　PL ２）

第８図　第１号柱穴列実測図

土層解説
１　10YR3/2　黒褐　炭化物D、ローム粒小C、ローム粒C／粘B、締C
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土層解説
１　10YR3/3　暗褐　炭化物D、ローム粒小C、ローム粒C／粘B、締C
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第９図　第２号柱穴列実測図

位置　調査区北東部のＧ５b8 ～Ｇ５c8 区、標高 10 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第１号柱穴列と重複するが、ピット同士の重複がないため、関係は不明である。　　

規模と構造　全長 4.20 ｍ、配列方向はＮ－ 12 －゚Ｗである。柱間寸法は北西から 1.94 ｍ、1.94 ｍで柱筋はほ

ぼ揃っている。
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第５表　その他の柱穴列一覧

番号 位 置 配列方向 長さ（ｍ） 柱間
柱穴

主な出土遺物 備　考
柱穴数 平面形 長径（㎝） 短径（㎝） 深さ（㎝）

１ G ５b8　　　　
～ G ５c8 Ｎ－43 °－Ｗ 3.44 1.50 ～ 1.68 ３ 円形・楕円形 0.36 ～ 0.48 0.27 ～ 0.32 20 ～ 34 －

２ G ５b8          
～ G ５c8 Ｎ－12 °－Ｗ 4.20 1.94 ３ 円形・楕円形 0.24 ～ 038 0.22 ～ 0.36 15 ～ 40 －

　⑶　遺構外出土遺物（第 10 図　第６表　PL ３）

　　遺構外出土遺物の主なものについて、遺物実測図（第 10 図）と一覧表（第６表）で掲載する。

第 10 図　遺構外出土遺物実測図

２cm０ （1：1）

10cm０ （1：3）
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柱穴　３か所。平面は円形や楕円形で、長径 0.24 ～ 0.38㎝、短径 0.22 ～ 0.36㎝である。深さ 15 ～ 40㎝で、掘

方の断面はＵ字状である。第 1 層は柱抜き取り後の流入土である。　

所見　時期と性格は不明である。
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番号 器　種 長さ・径 幅 孔径 重量 胎　土 色　調 特　　　　徴 出土位置 備　考

11 土玉 2.2 （2.9） （0.8） （8.8） 長石・白色粒子 橙 ナデ調整　一方向からの穿孔 SD １ PL ３

12 管状土錘 4.9 1.9 0.6 15.21 長石・白色粒子 赤褐 磨き調整　一方向からの穿孔　黒斑あり SK ４ PL ３

13 管状土錘 5.6 2.7 0.6～0.7 31.37 長石・石英・雲母 明褐 ナデ調整　一方向からの穿孔　指頭痕 表土 PL ３

第６表　遺構外出土遺物一覧（第 10 図）　

番号 種　別 器　種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 特　　　徴 出土位置 備　考

１ 縄文土器 深鉢 － （6.0） － 長石・石英・雲母・
繊維

内にぶい褐
/ 外明褐 普通 縦位単節縄文 LR・RL の羽状縄文 表土 ５％　PL ３

２ 縄文土器 深鉢 － （6.2） － 長石・石英・白色
粒子・細礫 にぶい黄褐 普通 縦位単節縄文 LR SK ４ ５％　PL ３

３ 縄文土器 深鉢 － （5.0） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 ４条単位の櫛歯状工具による縦位沈線文 表土 ５％　PL ３

４ 縄文土器 深鉢 － （5.6） － 長石・石英・雲母 橙 普通 ８条単位の櫛歯状工具による斜位沈線文 表土 ５％　PL ３

５ 縄文土器 深鉢 － （4.4） － 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 縦位から斜位の３条単位の沈線文 SK ４ ５％　PL ３

６ 弥生土器 細口壺 － （4.1） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 渦巻き区画文内細縄文充填　輪積み痕 表土 ５％　PL ３

７ 須恵器 坏 － （2.0）［7.8］長石・石英・白色
針状鉱物 灰 普通 底面回転ヘラ削り　内外面被熱痕 SK21 ５％　

８ 須恵器 高台付坏 － （2.6）［8.4］長石・石英・白色
針状鉱物 灰 普通 体部下端回転ヘラ削り後高台貼付 SK13 10％　PL ３

９ 須恵器 甕 － （3.7） － 長石・石英・白色
針状鉱物 灰 普通 体部外面並行叩き 表土 ５％　PL ３

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 特　　　徴 釉　薬 産　地 出土位置 備　考

10 磁器 蓋 ［5.2］（1.2） － 緻密
明オリーブ灰 印判手　口縁部半花菱文　体部花唐草文 透明釉 肥前 表土 25％　PL ３

番号 銭　種 径 孔幅 厚さ 重 量 材　質 初鋳年 特　　　　徴 出土位置 備　考

14 元豊通寳 2.4 0.7 0.2 3.56 銅 1078 行書体　背面無文　両面煤付着 SK ２ PL ３
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１　はじめに

　　今回の調査で、土坑 14 基、溝跡１条、柱穴列２条を確認した。ここでは、主な遺構の性格と出土遺物に

　ついてまとめる。

　　第４節 総 括

２　おわりに

註

１）佐々木義則「茨城県における奈良・平安時代漁網錘の分類とその用途」 『婆良岐考古』第38号　婆良岐考古同人会　2016 年５月

　土坑は、調査区内のほぼ全域から散在した状態で確認した。形状は楕円形のもの、ピット状のものに分

かれる。出土遺物から性格が推測できた土坑は第４・21 号土坑である。第４号土坑は、ヤマトシジミ（約

30㎏）を主体とした貝殻を廃棄した土坑で、涸沼や涸沼川に近い環境にあることから、沼や川で採取した

それらの貝殻をまとめて廃棄したと考えられる。土師質土器の皿２点のほかに混入した縄文土器片、土師

器片、須恵器片、土製品が出土している。時期は、出土土器から 16 世紀末～ 17 世紀前葉と考えられる。

第 21 号土坑は、鉄滓や鍛造剥片などを廃棄した土坑で、調査区域外での小鍛冶炉の存在が窺われる。本

跡は江戸時代以降の第１号溝跡を掘り込んでいることから、時期は近代の可能性が高い。

　後世の遺構覆土や遺構外からは、縄文土器片、弥生土器片、土師器片、須恵器片、磁器片（蓋）、土製品  （土

玉、管状土錘）、銭貨（元豊通寳）が出土しているが、今回の調査では縄文時代～平安時代までの遺構は

確認できなかった。縄文土器片の時期は、前期中葉（黒浜式）、後期前葉（称名寺式）、後期後葉 （加曽利

B 式）である。弥生土器片の時期は、中期後半（足洗式）、土師器片と須恵器片の時期は、８世紀後葉～

９世紀前葉である。注目すべき遺物としては、土玉と管状土錘の出土が挙げられる。近年、佐々木義則氏

によって、分類とその用途についての研究がなされている１）。形状分類は球状・管状・細形に、重量は大

型・Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ類に、長さの違いにより A・B・C に細別している。それを基に分類すると、11（第 10 図）

は径と重さから球状土錘Ⅱ類に、12（第 10 図）は細形管状土錘Ⅰ類になり、用途はコイ、フナ、ニゴイ、

ナマズなどを対象とした刺網漁に使うものとなる。また、13（第 10 図）は管状土錘Ⅰ B 類になり、湖沼

沿岸部の葭場に産卵のために集まるコイやフナを囲み捕るための囲網漁に使うものになる。　

　今回の調査で、汽水産の貝殻や鉄滓などを廃棄した土坑、溝跡などを確認した。しかし、時期を特定でき

る遺物が少ないことや調査区が狭小なことから、詳細な時期や性格を捉えることはできなかった。遺構外か

らではあるが、縄文時代と弥生時代、奈良・平安時代以降の遺物が出土している。奈良・平安時代の土玉と

管状土錘の存在から、付近に涸沼、涸沼前川、涸沼川が存在する豊かな自然環境の中で、古代から漁撈を生

業とする人々の存在も認められる。さらに今後の調査によって、当地域の歴史が明らかになることを期待し

たい。

⑴　土坑について　

⑵　出土遺物について
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224 ㎡ 主要地方道水
戸神栖線交差
点整備事業に
伴う事前調査

所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項
向 遺 跡 包蔵地 江戸時代

以降
土 坑
溝 跡

２基
１条

土師質土器（皿）
鍛冶関連遺物（流動滓・椀状
滓・鍛造剥片）
自然遺物（ヤマトシジミ・
ハマグリ・ヘナタリ）

その他 土 坑
柱穴列

12 基
２基

縄文土器（深鉢）、弥生土器
（壺）、土師器（坏・甕）、須
恵器（坏・高台付坏・甕 ）、
土 師 質 土 器（ 皿 ）、 磁 器

（ 蓋 ）、 土 製 品（ 土 玉・ 管
状土錘）、銭貨（元豊通寳）

要 約 江戸時代以降の貝殻と鉄滓をそれぞれ廃棄した土坑や、排水施設と考えられる溝跡などを確
認した。遺構外出土遺物には、縄文時代から江戸時代のものが見られ、断続的な土地利用の
痕跡を垣間見ることができた。
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